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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年8月20日(2009.8.20)

【公開番号】特開2008-15189(P2008-15189A)
【公開日】平成20年1月24日(2008.1.24)
【年通号数】公開・登録公報2008-003
【出願番号】特願2006-185936(P2006-185936)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/14     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  21/00    ３９８　
   Ｇ０３Ｇ  21/00    ３７２　
   Ｂ４１Ｊ  29/38    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月6日(2009.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オプション装置を着脱可能な画像形成装置であって、
　前記画像形成装置及び前記オプション装置に電力を供給し、一次側にアクティブフィル
タ回路を備えた電源と、
　前記アクティブフィルタ回路の動作を停止した際の、前記電源の二次側から出力される
電圧に基づいて前記電源に供給される入力電圧を検出して、検出結果から使用可能な電力
を決定する電力決定手段と、
　前記電力決定手段で決定された電力に基づいて、前記画像形成装置の動作を制御する制
御手段とを備え、
　前記制御手段は、
　前記画像形成装置に接続されている前記オプション装置の構成に基づいて、前記電力決
定手段で決定された電力を超えないように、前記画像形成装置内における前記電源からの
電力の供給を制御することを備えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　オプション装置を着脱可能な画像形成装置であって、
　前記画像形成装置及び前記オプション装置に電力を供給し、一次側にアクティブフィル
タ回路を備えた電源と、
　前記アクティブフィルタ回路の動作を停止した際の、前記電源の二次側から出力される
電圧に基づいて前記電源に供給される入力電圧を検出して、検出結果から使用可能な電力
を決定する電力決定手段と、
　前記電力決定手段で決定された電力に基づいて、前記画像形成装置の動作を制御する制
御手段とを備え、
　前記制御手段は、
　前記画像形成装置の動作モードに基づいて、前記電力決定手段で決定された電力を超え
ないように、前記画像形成装置内における前記電源からの電力の供給を制御することを特
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徴とする画像形成装置。
【請求項３】
　前記画像形成装置に接続されている前記オプション装置の構成を判定する判定手段を更
に備えることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記動作モードに基づいて、前記画像形成装置に接続されている前記オプション装置の
構成を判定する判定手段を更に備え、
　前記制御手段は、
　前記判定手段の判定結果に基づいて、前記電力決定手段で決定された電力を超えないよ
うに、前記画像形成装置内における前記電源からの電力の供給を制御することを特徴とす
る請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記判定手段は、前記画像形成装置の電源オン直後に、該画像形成装置に接続されてい
る前記オプション装置の構成を判定することを特徴とする請求項３又は４に記載の画像形
成装置。
【請求項６】
　前記判定手段は、前記画像形成装置の省電力状態からの復帰時に、該画像形成装置に接
続されている前記オプション装置の構成を判定することを特徴とする請求項３又は４に記
載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、更に、前記電力決定手段で決定された電力に基づいて、一定時間あた
りの画像形成枚数、及びウォームアップタイムを変更することを特徴とする請求項１乃至
６の何れか１項に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　記録材に転写された画像を定着させる定着器を更に備え、
　前記制御手段は、前記定着器への投入電力の供給を制御することを特徴とする請求項１
乃至６の何れか１項に記載の画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】画像形成装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、電力制御を行なう画像形成装置に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、上述した従来技術の課題を解決するためになされたもので、オプション装置
の状態に応じて電力の配分を適正化することにより、ハイパフォーマンスな動作を可能と
した画像形成装置を提供することを目的とする。
【手続補正５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記目的を達成するため、本発明に係る装置は、
　オプション装置を着脱可能な画像形成装置であって、
　前記画像形成装置及び前記オプション装置に電力を供給し、一次側にアクティブフィル
タ回路を備えた電源と、
　前記アクティブフィルタ回路の動作を停止した際の、前記電源の二次側から出力される
電圧に基づいて前記電源に供給される入力電圧を検出して、検出結果から使用可能な電力
を決定する電力決定手段と、
　前記電力決定手段で決定された電力に基づいて、前記画像形成装置の動作を制御する制
御手段とを備え、
　前記制御手段は、
　前記画像形成装置に接続されている前記オプション装置の構成に基づいて、前記電力決
定手段で決定された電力を超えないように、前記画像形成装置内における前記電源からの
電力の供給を制御することを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記目的を達成するため、本発明に係る他の装置は、
　オプション装置を着脱可能な画像形成装置であって、
　前記画像形成装置及び前記オプション装置に電力を供給し、一次側にアクティブフィル
タ回路を備えた電源と、
　前記アクティブフィルタ回路の動作を停止した際の、前記電源の二次側から出力される
電圧に基づいて前記電源に供給される入力電圧を検出して、検出結果から使用可能な電力
を決定する電力決定手段と、
　前記電力決定手段で決定された電力に基づいて、前記画像形成装置の動作を制御する制
御手段とを備え、
　前記制御手段は、
　前記画像形成装置の動作モードに基づいて、前記電力決定手段で決定された電力を超え
ないように、前記画像形成装置内における前記電源からの電力の供給を制御することを特
徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　以上説明したように、本発明によれば、オプション装置の状態に応じて電力の配分を適
正化することにより、ハイパフォーマンスな動作を可能とした画像形成装置を提供するこ
とができる。
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